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もそれにつれて嬰革を迫られているといってよいであろう目 日本印度皐偶
数塾舎もまた，決して従来のままでよい筈はない 21世紀に向けて，新し
い研究動向が生まれることが望まれている．留畢生諸君からの巌しい， し
かも建設的・未来志向的な， 多くの批判や提言を期待したい そしてそれ
が， 日韓聞の事術文化の交流のよりよき護展に寄奥するものと確信してい
る．
1994年 3月 27日
日本印度準備教撃曾
理事長前田専撃
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韓閣から日本に留撃して， インド畢，偶数串を事んでいる若手の研究者
が中心に？なって，論文集を出されると言う．
書名を教えられ，論題を見せて頂いて，あらためて感銘を深くしている．
通常，論文集というと，各研究者がそれぞれの専門の論考を集めたも
のである しかし，本書は特定の問題意識のもとに編纂されており，そ
れぞれの論文は互いに連関して，本書の主張を明確なものとしている．す
なわち， 本書はインド哲畢， インド大乗偶数， テ ラヴァ ダ偶数か
ら，中園，日本における偶数研究のそれぞれの分野に闘する研究史なの
である．
日本における研究が主殻となっていることは， 日本に留撃された方が中
心になって執筆されているので嘗然であるが， しかし， 日本のこの分野で
のレウゃエルは高い． したがって， これは世界における印度事，偶数撃のア
ップ0・トゥ ・デイトな研究史といっても良い 事舎の関心と動向， レヴェ
ル，現在の研究のポイント，等が僻観され， これ自髄が研究者たちにと
ってどれほど有盆なものであるか， はかり知れないものであろう． 同時
に本書は後輩の研究者たちにとっても， まことに有盆な指針となるもので
ある．
日本は曾て朝鮮民族（および他のアジア諸園民）仁皇民化政策とか創氏
改名， 日本語の強要，強制的な紳耐酔等を押しつけた．最近，私の所属
する曹洞宗教圏は教圏としての戟争責任を認め， 正式の手績きを経て謝罪
した． こうした過去を乗り越えて， 日韓雨園の親善と友好が稜展すること
を私は切に願っているが．本書はその意味からも，事聞の世界での交流を
一歩進めるものである． 日韓爾園の印度畢，偶数串が瓦いに切瑳琢磨しな
vi雪liさ斗『12己1電t・苦c;JI_守宅子
がら， さらに護展することを願い
とを讃え，その出版を慶祝したい．
本書がそのための大きな貢献であるこ
一九九四年 三月 十日
駒j畢大軒弗教撃部教授
奈良康 明
守園田ー一一
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ヌド蓄の警護刊に寄せて
日本におけるインド哲皐・偶数撃の研究は， 明治以降， ヨーロツパのア
ジア墜（インド皐・中間撃等）を導入することによって近代化されたと言っ
てよい．また，それに封謄して，高等教育機関として，園立大撃の r印度
哲撃科J，私立大事の「偶数畢科」等が創設され，徐徐に整備きれていっ
た．そこでは， 日本の悌教的文化あるいは偶数界を背景として，アジア諸
地域にわたる偶数についての研究者， ウ、、ェー ダー ンタ哲撃を中心とするイ
ンドの哲皐についての研究者が，多数養成され，多くの研究成果を生んで、
きた．この間，日本の研究者は，自己の文化的・宗教的なアイデンティ を
遁求しながら，同時に，ヨーロツパのアジア撃の方法を参考にして，悌教
とインドの哲畢・宗執思想に関して客観的な認識を獲得することに努力し
てきた．
ところで， 周知のように， インドに稜生した梯教は， 日本のみならず，
それが博播されたアジア諸地域において， 重要な文化的ファクタ となっ
ている．そして，それについての認識は，近現代の日本においても一様で
はなかった．嘗初はインドの悌教，東アジアの偶数といえども， 日本側教
の立場から， どちらかと言えば，主観的な研究がなされがちであった．そ
れに封して， インドの偶数をインドの歴史のなかに置き， また東アジアの
偶数をその歴史のなかに置いて客観的に， 換言すれば地域研究の方法を加
味して，研究するようになったのは， 日本における偶数研究の長い過程に
おいて，そう古いことではない．この点は，インドの哲皐・宗説思想の研究
に闘しでも共通して指摘できるであろう．
日本の研究者が駄米の研究者よりも有利な点は， 中園語資料を比較的容
易に利用できることである．この利点が逆に作用したと見ることもできる．
日本におけるこの分野の研究の歴史のなかには，誇るべき研究成果も多い．
